
●当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 無期限です。ただし、元本金額が10億円を下回った場合
などはファンドを終了（繰上償還）させる場合があります。

運 用 方 針 この投資信託は、信託財産の成長を図ることを目的として
運用を行ないます。

主要運用対象

P a y P a y
投信ウル
トラバラ
ン ス　 高
利回り債
券（年２回
決 算 型 ）

ウルトラ高利回り債券マザーファンド（以下、
「マザーファンド」という場合があります。）
受益証券を主要投資対象とします。

マ ザ ー
ファンド

主として、投資信託証券（金融商品取引法第
２条第１項第10号に規定する投資信託及び外
国投資信託の受益証券並びに同項第11号に規
定する投資証券及び外国投資証券をいい、こ
の投資信託においては、上場投資信託証券と
します。）、国内外の債券先物取引及び商品先
物取引に投資を行ないます。

組 入 制 限

P a y P a y
投信ウル
トラバラ
ン ス　 高
利回り債
券（年２回
決 算 型 ）

①マザーファンドへの投資割合には、制限を
設けません。 

②外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

③デリバティブの使用（マザーファンドにお
ける使用を含みます。）は、ヘッジ目的に限
定しません。

マ ザ ー
ファンド

①外貨建資産への投資割合には、制限を設け
ません。 

②デリバティブの使用は、ヘッジ目的に限定
しません。

分 配 方 針

①毎決算期に収益の分配を行なう方針です。ただし、基準価
額の水準や市場動向等を勘案して収益の分配を行なわない
場合もあります。

②分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とします。

③信託財産に留保した収益の運用については、特に制限を設
けず、「基本方針」および「運用方法」に基づき元本と同
一の運用を行ないます。

PayPay投信ウルトラバランス
高利回り債券（年２回決算型）

運用報告書（全体版）
第６期

（2022年11月10日決算）

受益者のみなさまへ
　平素は「PayPay投信ウルトラバランス　
高利回り債券（年２回決算型）」にご投資いた
だき、厚くお礼申し上げます。
　さて、当ファンドは、このたび第６期決算
を行ないましたので、期中の運用状況につき 
まして、ご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、 
お願い申し上げます。

PayPayアセットマネジメント株式会社
東京都千代田区神田錦町一丁目１番地

サポートダイヤル
0120－580446

〈受付時間〉 営業日の午前９時〜午後５時
https://www.paypay-am.co.jp
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■設定以来の運用実績

決　　算　　期

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率

純 資 産
総　　額(分配落)

収益分配金
(課税前)

期　　中
騰 落 率

(設　定　日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2019年11月22日 10,000 － － － － － 127

１期（2020年５月11日） 10,068 0 0.7 76.9 164.4 33.6 195

２期（2020年11月10日） 11,208 0 11.3 79.1 166.2 30.9 209

３期（2021年５月10日） 11,218 0 0.1 77.3 171.3 34.8 187

４期（2021年11月10日） 11,750 0 4.7 78.9 173.3 37.5 193

５期（2022年５月10日） 9,776 0 △16.8 82.4 177.3 39.3 154

６期（2022年11月10日） 8,565 0 △12.4 78.0 167.7 35.4 138

＊基準価額の騰落率は収益分配金（課税前）込み。
＊当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券比率」、「債券先物比率」、「商品先物比率」は実質比率を記載しております。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
＊設定日の基準価額は当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。
＊当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動することを運用の基本方針とはしていないため、該当するベンチマーク等はありません。

■当期中の基準価額等の推移

年　　月　　日

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％

2022年５月10日 9,776 － 82.4 177.3 39.3

　　５月末 10,162 3.9 77.5 172.1 34.5

　　６月末 9,398 △3.9 78.7 176.5 29.7

　　７月末 10,204 4.4 76.8 165.3 34.8

　　８月末 9,443 △3.4 79.5 173.6 34.9

　　９月末 8,466 △13.4 77.8 174.9 34.5

　　10月末 8,697 △11.0 79.3 167.3 33.9

(期　　　末)

2022年11月10日 8,565 △12.4 78.0 167.7 35.4

＊期末基準価額は収益分配金（課税前）込み。騰落率は期首比。
＊当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「投資信託証券比率」、「債券先物比率」、「商品先物比率」は実質比率を記載しております。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■当期の運用実績

〈基準価額の動き〉

　当期末の基準価額は、8,565円となり、前期末と

の比較では12.4％の下落となりました。

〈基準価額の主な変動要因〉

　米ドル高円安が基準価額のプラス要因となった一

方、主要国の積極的な利上げを背景とした米国やフ

ランスの国債先物の下落が基準価額のマイナス要因

となりました。また、新興国の債券を主要投資対象

とする投資信託証券の下げ幅が拡大したことや株価

下落に伴うリスク回避の動きなどからハイ・イール

ド債券を主要投資対象とする投資信託証券が下落し

たこともマイナス要因となりました。

〈収益分配金〉

　収益分配金（１万口当たり、課税前、以下同じ）については、基準価額の水準や分配原資の積み上がり状

況等を勘案し、分配を見送らせていただきました。なお、収益分配に充てなかった利益につきましては、信

託財産内に留保し元本部分と同一の運用を行ないます。

　なお、分配原資の内訳は以下の通りです。

■分配原資の内訳(１万口当たり)

項　　　　　目

第６期

2022年５月11日　
～2022年11月10日

当期分配金(税込み) －円

(対基準価額比率) －％

当期の収益 －円

当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 1,450円

＊「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（評価益を含む）」から分配に充当した金額です。
　また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
＊「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
＊当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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（円）

当期の基準価額の推移
2022年５月10日～2022年11月10日
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

〈市況〉

　インフレ抑制を目的とした世界的な金融引締めの動きなどから世界の債券は売りが優勢な展開となりまし

た。また、景気後退懸念の高まりなどからリスク資産も冴えない動きとなりました。

　ハイ・イールド債券は、米国国債の利回りが上昇したほか、リスク回避の動きを受けて米国国債との利回

り格差が拡大したことなどから下落しました。新興国の債券は、主要国の利上げを背景とした新興国からの

資金流出懸念や景気悪化懸念などから下げ幅を拡大しました。

　米国の10年物国債の利回りは、上昇（債券価格は下落）基調で推移しました。世界的な金融引締めの動き

が景気悪化を招くとの警戒感が広がったことなどから利回りが低下（債券価格は上昇）する場面もありまし

たが、インフレ指標の高止まりを背景に米連邦準備理事会（FRB）の積極的な利上げが続くとの見方などか

ら2022年８月初旬以降は上昇基調が継続しました。フランスの10年物国債の利回りも英国の追加利上げや欧

州中央銀行（ECB）が利上げを継続したことなどを背景に上昇しました。わが国の10年物国債の利回りは、

日本銀行の金融緩和策が維持されたことなどから小動きに終始しました。

　米国の金先物は、リスク回避姿勢が強まる局面で安全資産として買われる場面もありましたが、ＦＲＢの

利上げに伴う米ドル高の動きなどから下落基調で推移しました。

■当期の運用経過

〈PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）〉

　当ファンドは、マザーファンド受益証券を通じて、ハイ・イールド債券や新興国の債券を主要投資対象と

する投資信託証券、国内外の債券先物取引及び商品先物取引に実質的に投資を行ない、信託財産の成長を図

ることを目的として運用を行なうことを基本としています。

　当ファンドは、運用の基本方針に則り、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。

〈ウルトラ高利回り債券マザーファンド〉

　当期も、運用の基本方針に則り、投資信託証券を通じてハイ・イールド債券と新興国の債券に投資すると

ともに、国内外の債券先物取引及び商品先物取引を活用しました。資産配分については、ハイ・イールド債

券を主要投資対象とする投資信託証券への投資割合は信託財産の純資産総額の40％程度、新興国の債券を主

要投資対象とする投資信託証券への投資割合は同40％程度、米国の国債先物取引は買建玉の時価総額の合計

額が信託財産の純資産総額の70％程度、フランスの国債先物取引は同70％程度、わが国の国債先物取引は同

35％程度、米国の金先物取引は同35％程度で推移させました。なお、ハイ・イールド債券への投資は、上場

投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓブロード米ドル建てハイイールドコーポレイトボンド・ＥＴＦを通じて

行ない、新興国の債券への投資は、上場投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓ　Ｊ.Ｐ. Ｍｏｒｇａｎ米ドル

建てエマージングマーケッツボンド・ＥＴＦを通じて行ないました。
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■今後の運用方針

〈PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）〉

　引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資し、信託財産の成長を目指してまいります。

〈ウルトラ高利回り債券マザーファンド〉

　今後もハイ・イールド債券や新興国の債券を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先物取引及

び商品先物取引に投資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なってまいります。資産

配分については、ハイ・イールド債券を主要投資対象とする投資信託証券40％程度、新興国の債券を主要投

資対象とする投資信託証券40％程度、米国の国債先物取引70％程度、フランスの国債先物取引70％程度、わ

が国の国債先物取引35％程度、米国の金先物取引35％程度を基本とする方針です。

　今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

※上記は作成日時点の見通しであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方

針通りの運用が行なわれない場合があります。
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細

項　　　目

第６期

項　　目　　の　　概　　要(2022.５.11～2022.11.10)

金　額 比　率

信託報酬 28円 0.294％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率。期中の平均基準価額（月末値の平均値）は 

9,395円です。

(投信会社) （13） （0.139） 委託した資金の運用の対価

(販売会社) （13） （0.139） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

(受託会社) （2） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 6 0.060
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数。売買委託手数料は、有価

証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
(投資信託証券) （1） （0.016）

(先物・オプション) （4） （0.044）

その他費用 84 0.892 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

(保管費用) （43） （0.458） 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

(監査費用) （1） （0.010） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

(法定開示に係る費用) （40） （0.423） 印刷会社等に支払う目論見書、運用報告書等の作成、印刷、交付等に係る費用

合　　　　計 118 1.246

＊期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、売買委
託手数料及びその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

＊各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）が支払った費用を含みません。
＊「金額」欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
＊「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

（参考情報）

■総経費率

　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.36％です。

＊費用は、１万口当たりの費用の明細において用いた簡便法により算出したものです。
＊各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
＊各比率は、年率換算した値です。
＊上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）

0.28%

総経費率
2.36%

運用管理費用
（販売会社）

0.28%

運用管理費用
（受託会社）

0.03%

その他費用
1.77%
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■売買及び取引の状況（2022年５月11日から2022年11月10日まで）

（１）親投資信託受益証券の設定、解約状況

設　　　　　定 解　　　　　約

口　　　数 金　　　額 口　　　数 金　　　額

千口 千円 千口 千円

ウルトラ高利回り債券マザーファンド 5,493 5,400 3,414 3,500

＊単位未満は切捨て。
＊－印は該当なし。

■利害関係人との取引状況（自2022年５月11日　至2022年11月10日）

〈PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）〉

　期中における利害関係人との取引はありません。

〈ウルトラ高利回り債券マザーファンド〉

　期中における利害関係人との取引はありません。

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細（2022年11月10日現在）

（１）親投資信託残高

項　　　　　　　目
期首（前期末） 当　　　期　　　末

口　　　数 評　価　額 口　　　数 評　価　額

千口 千円 千口 千円

ウルトラ高利回り債券マザーファンド 151,036 152,698 153,116 136,426

＊単位未満は切捨て。
＊ウルトラ高利回り債券マザーファンド合計の受益権口数は259,148千口です。

■投資信託財産の構成（2022年11月10日現在）

項　　　　　目
当　　　期　　　末

評　価　額 比　　　率

　 千円 ％

ウルトラ高利回り債券マザーファンド 136,426 98.0

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,847 2.0

投 資 信 託 財 産 総 額 139,273 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊�外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、11月10日における邦貨換算レートは 
１米ドル＝146.41円、１ユーロ＝146.66円です。

＊�ウルトラ高利回り債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産(98,001千円)の投資信託財産総額(248,517千円)に対する比率は、 
39.4％です。
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PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型）

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2022年11月10日）現在

項　　　　　目 当　期　末

円

（Ａ）資 産 139,273,986

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,847,301

ウ ル ト ラ 高 利 回 り 債 券

マ ザ ー フ ァ ン ド （ 評 価 額 ）
136,426,685

（Ｂ）負 債 1,193,172

未 払 解 約 金 112,159

未 払 信 託 報 酬 437,326

未 払 利 息 5

そ の 他 未 払 費 用 643,682

（Ｃ）純 資 産 総 額 （ Ａ － Ｂ ） 138,080,814

元 本 161,207,141

次 期 繰 越 損 益 金 △23,126,327

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 161,207,141口

１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ） 8,565円

■損益の状況

（自2022年５月11日　至2022年11月10日）

項　　　　　目 当　　　期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 △420

受 取 利 息 18

支 払 利 息 △438

（Ｂ）有 価 証 券 売 買 損 益 △18,000,266

売 買 益 311,600

売 買 損 △18,311,866

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △1,081,008

（Ｄ）当 期 損 益 金 （ Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ） △19,081,694

（Ｅ）前 期 繰 越 損 益 金 △15,899,282

（Ｆ）追 加 信 託 差 損 益 金 11,854,649

（ 配 当 等 相 当 額 ） (6,515,603)

（ 売 買 損 益 相 当 額 ） (5,339,046)

（Ｇ）計 （ Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ） △23,126,327

（Ｈ）収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金 （ Ｇ ＋ Ｈ ） △23,126,327

追 加 信 託 差 損 益 金 11,854,649

（ 配 当 等 相 当 額 ） (6,553,935)

（ 売 買 損 益 相 当 額 ） (5,300,714)

分 配 準 備 積 立 金 16,829,921

繰 越 損 益 金 △51,810,897

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
＊損益の状況の中で(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
＊損益の状況の中で(Ｆ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

〈注記事項〉
・期首元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  157,894,064円
・期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　　　　　   13,180,206円
・期中一部解約元本額　　　　　　　　　　　　　　　　    9,867,129円

■収益分配金のお知らせ

　当期の収益分配は、見送らせていただきました。
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ウルトラ高利回り債券マザーファンド

ウルトラ高利回り債券マザーファンド

運 用 報 告 書

第３期（決算日　2022年11月10日）

（計算期間：2021年11月11日～2022年11月10日）

　「ウルトラ高利回り債券マザーファンド」の第３期の運用状況をご報告申し上げます。

●当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 無期限です。

運 用 方 針 この投資信託は、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行ないます。

主 要 運 用 対 象

主として、投資信託証券（金融商品取引法第２条第１項第10号に規定する投資信託及び外国投

資信託の受益証券並びに同項第11号に規定する投資証券及び外国投資証券をいい、この投資信

託においては、上場投資信託証券とします。）、国内外の債券先物取引及び商品先物取引に投資

を行ないます。

組 入 制 限
①株式への投資割合には、制限を設けません。

②外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

③デリバティブの使用は、ヘッジ目的に限定しません。

PayPayアセットマネジメント株式会社
東京都千代田区神田錦町一丁目１番地
https://www.paypay-am.co.jp
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ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■設定以来の運用実績

決　　算　　期

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率

純 資 産
総　　額期　　中

騰 落 率

(設　定　日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2019年11月22日 10,000 － － － － 232

１期（2020年11月10日） 11,389 13.9 81.5 171.3 31.8 429

２期（2021年11月10日） 12,092 6.2 80.6 177.1 38.4 376

３期（2022年11月10日） 8,910 △26.3 78.9 169.7 35.9 230

＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
＊設定日の基準価額は当初設定時の価額です。また、設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を記載しています。
＊当ファンドは、特定の指数を上回るまたは連動することを運用の基本方針とはしていないため、該当するベンチマーク等はありません。

■当期中の基準価額等の推移

年　　月　　日

基　　準　　価　　額
投資信託
証券比率

債券先物
比　　率

商品先物
比　　率騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ ％

2021年11月10日 12,092 － 80.6 177.1 38.4

　　11月末 11,800 △2.4 82.2 177.8 33.5

　　12月末 12,011 △0.7 80.5 178.7 35.3

2022年１月末　 11,459 △5.2 83.4 184.1 36.5

　　２月末 11,095 △8.2 80.6 175.1 32.0

　　３月末 11,063 △8.5 80.6 178.7 35.0

　　４月末 10,691 △11.6 80.5 176.0 37.6

　　５月末 10,521 △13.0 77.8 172.8 34.7

　　６月末 9,737 △19.5 79.0 177.1 29.9

　　７月末 10,590 △12.4 77.5 166.9 35.1

　　８月末 9,808 △18.9 80.7 176.2 35.4

　　９月末 8,794 △27.3 79.0 177.6 35.0

　　10月末 9,049 △25.2 80.8 170.4 34.5

(期　　　末)

2022年11月10日 8,910 △26.3 78.9 169.7 35.9

＊騰落率は期首比。
＊債券先物比率及び商品先物比率は、買建比率－売建比率。
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ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■当期の運用実績

〈基準価額の動き〉

　当期末の基準価額は、8,910円となり、前期末と

の比較では26.3％の下落となりました。

〈基準価額の主な変動要因〉

　米ドル高の進行が基準価額のプラス要因となりま

したが、米連邦準備理事会（FRB）や欧州中央銀行

（ECB）など主要国の利上げを受けて米国やフランス

の国債先物が下落したほか、新興国の債券を主要投

資対象とする投資信託証券も下げ幅を拡大しました。

また、景気後退懸念の高まりなどからハイ・イール

ド債券を主要投資対象とする投資信託証券が下落し

たこともマイナス要因となりました。

〈市況〉

　インフレ抑制を目的とした主要中央銀行の金融引締めの動きなどから世界的に長期金利が上昇しました。

また、景気後退懸念の高まりなどからリスク資産も売り圧力が強まりました。

　ハイ・イールド債券は、米国株式市場が最高値更新を続けたことなどから期の初めは下値が限定的な動き

となりました。しかし、2022年１月以降は世界的なインフレ圧力の高まりやロシアのウクライナ侵攻などを

背景にリスク回避の動きが強まり下落基調で推移しました。新興国の債券は、欧米の国債利回りの上昇が一

服した局面で下げ止まる場面もありましたが、主要国の積極的な利上げによる欧米の国債利回りの上昇や新

興国からの資金流出懸念などから下げ幅を拡大しました。

　米国の10年物国債の利回りは、上昇（債券価格は下落）しました。金融政策の正常化観測が広がる一方で、

物価上昇は一過性との見方も根強く2021年11月から12月は概ね横ばいで推移しました。しかしその後は、イ

ンフレ抑制を目的に米連邦準備理事会（FRB）が積極的な利上げを実施したことを受けて、2022年10月には

一時2007年11月以来の4.3%台をつけるなど上昇基調が継続しました。フランスの10年物国債の利回りは、イ

ンフレ圧力の高まりから欧州中央銀行（ECB）が利上げを継続したことなどを背景に上昇基調で推移しました。

わが国の10年物国債の利回りは、主要国の国債利回りの動きに連れて上昇しましたが、日本銀行の金融緩和

策が維持されたことなどから小幅な上昇にとどまりました。

　米国の金先物は、冴えない動きとなりました。ロシアのウクライナ侵攻などを受けてリスク回避姿勢が強

まる局面では安全資産として買われる場面もありましたが、米国の金利が上昇基調で推移したことや米ドル

高の動きなどを受けて売りが優勢となりました。

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

2021年
11月10日
（期首）

2022年
11月10日
（期末）

（円）

当期の基準価額の推移
2021年11月10日～2022年11月10日

CC_22935971_02_ostPayPay_ウルトラバランス高利回り債券（年２回）_運用実績.indd   11 2022/12/09   11:54:14



－ 12 －

ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■当期の運用経過

　当ファンドは、ハイ・イールド債券や新興国の債券を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先

物取引及び商品先物取引に投資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なうことを基本

としています。

　当期も、運用の基本方針に則り、投資信託証券を通じてハイ・イールド債券と新興国の債券に投資すると

ともに、国内外の債券先物取引及び商品先物取引を活用しました。資産配分については、ハイ・イールド債

券を主要投資対象とする投資信託証券への投資割合は信託財産の純資産総額の40％程度、新興国の債券を主

要投資対象とする投資信託証券への投資割合は同40％程度、米国の国債先物取引は買建玉の時価総額の合計

額が信託財産の純資産総額の70％程度、フランスの国債先物取引は同70％程度、わが国の国債先物取引は同

35％程度、米国の金先物取引は同35％程度で推移させました。なお、ハイ・イールド債券への投資は、上場

投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓブロード米ドル建てハイイールドコーポレイトボンド・ＥＴＦを通じて

行ない、新興国の債券への投資は、上場投資信託証券であるｉＳｈａｒｅｓ　Ｊ.Ｐ. Ｍｏｒｇａｎ米ドル

建てエマージングマーケッツボンド・ＥＴＦを通じて行ないました。

■今後の運用方針

　今後もハイ・イールド債券や新興国の債券を主要投資対象とする投資信託証券、国内外の債券先物取引及

び商品先物取引に投資を行ない、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行なってまいります。資産

配分については、ハイ・イールド債券を主要投資対象とする投資信託証券40％程度、新興国の債券を主要投

資対象とする投資信託証券40％程度、米国の国債先物取引70％程度、フランスの国債先物取引70％程度、わ

が国の国債先物取引35％程度、米国の金先物取引35％程度を基本とする方針です。

　今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

※上記は作成日時点のものであり、今後予告なしに変更することがあります。また市場の変動等により方針

通りの運用が行なわれない場合があります。
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ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■売買及び取引の状況（2021年11月11日から2022年11月10日まで）

（１）投資信託証券

買　　　　　付 売　　　　　付

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国 口 千米ドル 口 千米ドル

(アメリカ）

ｉＳｈａｒｅｓ　Ｊ.Ｐ. Ｍｏｒｇａｎ米ドル建てエマージングマーケッツボンド・ＥＴＦ 1,595 145 5,965 581

ｉＳｈａｒｅｓブロード米ドル建てハイイールドコーポレイトボンド・ＥＴＦ 3,056 111 16,989 649

＊金額は受渡し代金。
＊単位未満は切捨て。
＊管理上の都合により、口数の単位を調整して表示する場合があります（後掲の「組入資産の明細」において同じ。）。

（２）先物取引の銘柄別取引状況

銘　　　　　柄　　　　　別
買　　　　　建 売　　　　　建

新規買付額 決　済　額 新規売付額 決　済　額

国内 百万円 百万円 百万円 百万円

債券先物取引 長期国債先物 406 466 － －

外国

債券先物取引 米国10年国債先物 822 945 － －

フランス10年国債先物 896 985 － －

商品先物取引 金先物 645 725 － －

＊単位未満は切捨て。
＊期中の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。
＊－印は該当なし。

■利害関係人との取引状況（自2021年11月11日　至2022年11月10日）

　期中における利害関係人との取引はありません。

＊利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■１万口(元本10,000円)当たりの費用の明細

項　　　目

第３期

項　　目　　の　　概　　要(2021.11.11～2022.11.10)

金　額 比　率

売買委託手数料 12円 0.112％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数。売買委託手数料は、有価

証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料
(投資信託証券) （4） （0.034）

(先物・オプション) （8） （0.077）

その他費用 62 0.586 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

(保管費用) （62） （0.586） 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

合　　　　計 74 0.698 期中の平均基準価額（月末値の平均値）は10,551円です。

＊期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
＊「金額」欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
＊「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■組入資産の明細（2022年11月10日現在）

（１）外国投資信託証券

銘　　　　　柄

当　　　期　　　末

口　　数
評　価　額

比　　率
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 口 千米ドル 千円 ％

ｉＳｈａｒｅｓ　Ｊ.Ｐ. Ｍｏｒｇａｎ米ドル建てエマージングマーケッツボンド・ＥＴＦ 7,830 625 91,539 39.6

ｉＳｈａｒｅｓブロード米ドル建てハイイールドコーポレイトボンド・ＥＴＦ 18,367 619 90,730 39.3

合　　計
口数・金額 26,197 1,244 182,269

銘柄数＜比率＞ 2 － <78.9％>

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。

■投資信託財産の構成（2022年11月10日現在）

項　　　　　目
当　　　期　　　末

評　価　額 比　　　率

　 千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 182,269 73.3

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 66,248 26.7

投 資 信 託 財 産 総 額 248,517 100.0

＊評価額の単位未満は切捨て。
＊�外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、11月10日における邦貨換算レートは 

１米ドル＝146.41円、１ユーロ＝146.66円です。
＊外貨建資産（98,001千円）の投資信託財産総額に対する比率は、39.4％です。

（２）先物取引の銘柄別期末残高

銘　　　　　柄　　　　　別
当　　　　　期　　　　　末

買　建　額 売　建　額 評 価 損 益

国内 百万円 百万円 百万円

債券先物取引 長期国債先物 74 － 0.0125

外国

債券先物取引 米国10年国債先物 161 － △11

フランス10年国債先物 155 － △6

商品先物取引 金先物 82 － 2

＊単位未満は切捨て。ただし、金額が単位未満の場合は小数で記載。
＊邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
＊－印は組入れなし。
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－ 15 －

ウルトラ高利回り債券マザーファンド

■資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2022年11月10日）現在

項　　　　　目 当　期　末

円

（Ａ）資 産 245,623,710

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 25,113,234

投 資 信 託 受 益 証 券 （ 評 価 額 ） 182,269,920

未 収 入 金 15,000

差 入 委 託 証 拠 金 38,225,556

（Ｂ）負 債 14,723,639

未 払 金 14,723,597

未 払 利 息 42

（Ｃ）純 資 産 総 額 （ Ａ － Ｂ ） 230,900,071

元 本 259,148,587

次 期 繰 越 損 益 金 △28,248,516

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 259,148,587口

１万口当たり基準価額（Ｃ／Ｄ） 8,910円

■損益の状況

（自2021年11月11日　至2022年11月10日）

項　　　　　目 当　　　期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 12,505,333

受 取 配 当 金 12,497,969

受 取 利 息 13,220

支 払 利 息 △5,856

（Ｂ）有 価 証 券 売 買 損 益 △2,727,949

売 買 益 66,260,021

売 買 損 △68,987,970

（Ｃ）先 物 取 引 等 取 引 損 益 △90,581,587

取 引 益 16,738,356

取 引 損 △107,319,943

（Ｄ）そ の 他 費 用 等 △1,644,419

（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △82,448,622

（Ｆ）前 期 繰 越 損 益 金 65,211,002

（Ｇ）追 加 信 託 差 損 益 金 1,632,827

（Ｈ）解 約 差 損 益 金 △12,643,723

（Ｉ）計 （ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｇ ＋ Ｈ ） △28,248,516

次 期 繰 越 損 益 金 （ Ｉ ） △28,248,516

＊損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益および(Ｃ)先物取引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。
＊損益の状況の中で(Ｇ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
＊損益の状況の中で(Ｈ)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

〈注記事項〉
・期首元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　311,737,691円
・期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　 35,267,173円
・期中一部解約元本額　　　　　　　　　　　　　　　　　 87,856,277円

※期末における元本の内訳
PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（年２回決算型） 153,116,370円
PayPay投信ウルトラバランス　高利回り債券（隔月決算型）　 106,032,217円
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